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低炭素社会づくりに向けた 

北九州市の挑戦 

北九州スマートコミュニティ創造事業 

2012年11月29日 

 
 

重岡 典彰 

事業化支援担当課長  

アジア低炭素化センター 

 北九州市 



北九州市の位置  

八幡東区東田地区 

北九州 
東京 
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人口: 980,000 (Oct 2011) 

面積: 488km2 (Oct 2010) 

GDP: 3.52 trillion yen (2008) 



官営八幡製鐵所（1901年） 1950年代の北九州工業地帯 
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近代化を支えた工業化 



北九州市の公害克服 

Recovered Blue Skies and Sea, People Enjoying Environment 

In 1960s                       Present 
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Worst Air Pollution 
Caused closing a school 

“The Dokai Bay” Sea of Death 
Erode screw of ship and E.coli bacteria died. 
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官営八幡製鉄所操業 

工場廃水 ばい煙 

産鉄のまちとして発展 

公害問題深刻化 

婦人会の公害対策運動 

KITA設立(1980年) 

市の取り組み 
公害対策局設置、公害防止条例制定 

企業との公害防止協定締結 

企業の取り組み 
生産工程改善、汚染物質除去処理施設 

工場緑化、低公害型生産技術 

環境保全と産業振興の両立 

北九州エコタウン 
(1998年～） 

海外の環境問題解決に協力 

環境国際協力 
(1988年～） 

世界の環境首都 
グランドデザイン(2004年） 

アジェンダ21 
北九州策定 

1996年 

1901年 

1950年 

1960年台～ 

家庭ごみ減量対策（2000年,2006年） 

政令市初の有料化・料金改定 

 
 

公害の克服 

PCB処理施設立地決定 

2001年 
ヨハネスブルサミット公式文書 

北九州イニシアティブ明記(2002年） 

1980年台～ 

実践活動の 
実施と評価 

公害対策 
政策 

地方外交 
政策 

循環型社会 
形成政策 

持続可能な 
社会形成政策 

低炭素社会形成政策 
自然共生形成政策 

環境モデル都市 
グリーンフロンティアプラン(2009年） 

地域と地球の環境創造 

環境未来都市・国際戦略総合特区 
グリーンフロンティアプラン(2011年） 
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北九州市の環境政策 
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出典:世界銀行「日本の経験調査」, 1993 
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経済発展とともに 

環境汚染も改善 

北九州市における環境政策と経済政策の両立 
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Kitakyushu’s Assets for Green Growth 

経済発展（製造品出荷額：千億円） 

環境汚染(硫黄酸化物） 
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門司区 

八幡東区 
八幡西区 

若松区 
戸畑区 

小倉北区 

小倉南区 

エコでまちのにぎわいを創る 

紫川エコリバー構想 

小倉都心部で橋の上やアーケード上での太陽光発電設置 
や屋上緑地化の推進など次世代のまちづくりを推進 

CO2ゼロカーボンを目指す 

城野地区 

太陽光アーケード&ルーフ。エコで人の導線づくりを推進。 

省エネビルの普及促進 

Kitakyushu City 

エネルギーの総合フロンティアゾーン 

北九州次世代エネルギーパーク 

風力発電 太陽光発電 天然ガス 

石炭ガス 石油備蓄基地 バイオマス 

太陽光・風力・石炭の高度利用など、次世代を担うさま 
ざまなエネルギー関連施設が集積。 

環境を守り・育む自然共生社会 

鳥がさえずる緑の回廊 

資源循環・３Rの推進 

エコタウン事業 
あらゆる廃棄物を他の産
業分野の原料として活用
し、廃棄物をゼロにする
(ゼロ・エミッション)資源循
環型社会を構築。 
 
研究施設：１６ 
事業化施設：２６ 
総投資額：６００億円 
雇用創出：１，３００人 
視察者数：延べ８０万人 

「次世代エネルギー・社会システム実証」 

北九州スマートコミュニティ創造事業 
次世代自動車の積極導入 

アジア諸都市との都市間外交 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

低炭素・資源循環・自然共生の３つの要素を 
バランスよく推進する北九州響灘地区 

（自然モデル） 

（市街地モデル） 

（低炭素先進モデル街区） 

コミュニティサイクル 

屋上緑化・壁面緑化 

環境パスポート 

１００万本植樹 

習近平・中国国家副主席 北九州市視察 
（２００９．１２） 

大連市とのエコタウン協定締結 

TAKAKURA式生ゴミ堆肥
化（インドネシア） 

上水道協力（カンボジア） 

(仮称)アジア低炭素化セ
ンター構想策定 

全市的な取組み 

エコスタイルタウン 

環境モデル都市
地域推進会議・グ
リーンフロンティア
プラン策定 

北九州エコタウン受電協同組合
（中小企業等協同組合法に基づき設立）

複合中核施設（直接溶融炉）複合中核施設（直接溶融炉）

■処理能力：３２０ｔ／日
■発電出力：１４０００ＫＷ
（※自家消費分は約４５００ＫＷ）

各リサイクル工場各リサイクル工場

電力供給
約３５００KW

残さ処理

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

廃棄物処分場を「緑の拠点」と 
して整備・緑地化することで、 
野鳥などの生物が生息する 
日本一のビオトーブを整備。 

環境モデル都市行動計画（H21.3策定） 
 135の施策・事業 
 登録団体 ３７６団体 

環境国際協力 

環境未来都市プロジェクト（環境分野） 例 



北九州水素タウン 

副生水素パイプラインにより水素を供給
（燃料電池等で利用） 

・EＶ等の大量導入、自転車利用の促進、ＦＣ利用の小型移動
体等の活用に加え、公共交通機関やコミュニティバスと連携な
ど総合的モビリティマネジメントシステムを構築 

総合エネルギー 
ステーション 

レンタサイクル 
ステーション 

街区まるごとの省エネシステム導入 

地域内で、1,000kWの太陽光 
発電を整備 

タウンメガソーラー 

新エネルギー等１０％街区 

デマンドサイド・マネジメント 
 ・ダイナミック・プライシング（個人戦） 
 ・インセンティブ・プログラム（団体戦） 

地域エネルギーマネジメントの構築 

地域のエネルギーマネジメントの基盤となる 
・発電状況に応じたエネルギーの最適分配 
・地域全体の最適化を図る需要側からのコ 
    ントロールの適正化 
・エネルギー、ＣＯ2の見える化 
・需要家の動機付けとなるインセンティブ付 
   与の機能を包含した「地域節電所」を整備。 

地域社会が参加するエネルギーコミュニティの実現 

メガソーラー整備及び連結 

【果たす役割・姿】 

・まちの設計の中で、新エネルギーを 
   計画 的に導入 
・工場エネルギーの民生利用   

デマンドレスポンスに対応したＢＥＭＳ、ＨＥＭＳの導入 【果たす役割・姿】 

スマートオフィス（５ヶ所） 

・個別施設の効率的 
  エネルギー利用と、 
  まち全体のエネル 
  ギー利用の最適化 
  を両立 
・工場、ビル等の違い 
  を超えたまちとして 
  のスマートメーター 
  の標準化 

地域節電所 

バイナリー発電 

スマートメーターの大量導入 

約７０社、２００世帯にスマートメーター 
を導入 など 

など 

【果たす役割・姿】 

・新エネルギーの地域内需要に応じた最大活用 
・地域全体のエネルギー使用の最小化 
・不安定な新エネルギー電力の基幹電力の 
 影響の極小化 

次世代交通システムなどの地域社会づくり 
総合モビリティマネジメントシステム 【果たす役割・姿】 

おでかけ交通 
コミュニティバス 

・次世代モビリティ 
    ステーションの整備 
 
・病院と連携したオンデ 
   マンド型コミュニティ 
   バスなど高齢者に配慮 
   した交通システム 

エネルギーを使いこなす社会 ５０％ ＣＯ2削減 

工場の低温廃熱を活用したバイナリー発
電の実証事業 

スマートハウス（２０戸）、スマートストア（４ヶ所）、スマートスク
ール（４校）、次世代ＳＳ（１ヶ所）、 
スマートホスピタル（１ヶ所）   など 

スマートデータセンター（１ヶ所） スマートファクトリー（１０ヶ所） 

など 

太陽光発電 

小型風力発電 

EV、pHV用充電器 

重点緑化地域 

北九州スマートコミュニティ創造事業の構成 

スマートマンション 
太陽光発電 

データセンター 

スマート 
スクール 

レンタサイクル 
ステーション 

大規模蓄電池 

スマートビル 

次世代SS 

副生水素 

水
素
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

天然ガスコジェネ 

送配電網 

ＩＴ網 

スマート 
コミュニティ 
センター 

風力発電 
仮想導入 

風力発電所 
1.5万KW 

副生水素 

スマート 
コミュニティ 
センター 

省エネルギー ピークカット、ピークシフト
による負荷平準化 
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１ 狙い 
（１）国 

  スマートグリッドをこれからの日本の経済成長を担う新たな産業として育成。そのため 

 全国4地域を選定して、実証事業を展開しています。 

（２）北九州市 

  国と同様に、北九州市の経済成長を担う新たな産業として育成。さらに、本事業を通 

 して、新しい交通システムの構築、ライフスタイルの変革など、市民生活の向上や地域 

 の課題解決につながる新しいまちづくりにつながる取組みを進めます。 

 

２ 実施主体 
  北九州スマートコミュニティ創造協議会 

   北九州市、新日本製鐵㈱、㈱日鉄エレックス、日本IBM㈱、富士電機㈱、㈱安川電機など 

   61企業・団体 

 

３ 実施地区 
  八幡東区東田地区（約120ha） 
 

４ 実施期間 
   平成22年度～ 

     平成26年度（5年間） 
 

 

５ 事業規模   38事業 

            163億円   
          9 

北九州スマートコミュニティ創造事業の概要 



社会経済動向 
 

スマートコミュニティー実証事業の目的 

再生可能エネルギーの大量導入 

課題 

 

◆環境制約増大（CO2削減目標） ◆成長戦略 ◆震災影響 

SG技術の国際展開 エネルギーセキュリティ向上 

需要家サイドでの効率活用による 
系統への負担低減 

鍵となる技術の 
国際標準づくり 

電力・熱や運輸部門での
エネルギー効率化 

次世代エネルギー・社会システム スマートコミュニティの構築 

  エネルギー最適化 
様々な生活シーンに対
応（家庭、オフィス、商
業施設、病院、工場） 

 蓄電制御技術 
利用形態と劣化の
相関関係の検証 
 

 ビジネスモデル 
快適さを損ねない省
エネとシステム導入
コストの両立最適点 

 標準整備 
ガラパゴス化
の防止 

 

地域住民が参加する実証プロジェクト 
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コミュニティ設置型 
蓄電設備 

ビル 

東田コジェネ 

発電設備 

－ ＋ 

PCS 

一般需要家 

スマート 
メータ 

コンセントレータ 

地域エネルギーマネージメントシステム 
CEMS 

負荷 

空調 

照明 

BEMS 

蓄電・蓄熱 

－ ＋ 

PCS 

発電 

PCS 

一般需要家 

HEMS 

負荷 発電 

空調 

照明 

PCS 

負荷 

空調 

照明 

蓄電・蓄熱 

－ ＋ 

PCS 

発電 

PCS 

地域エネルギー最適運用とデマンドレスポンス 

地域の最適需給計画 

DPによる運用計画調整 
DP 

充放電制御 

負荷制御 充放電制御 負荷制御 充放電制御 

発電計画 

DP要請 

熱 

副生水素 

発電制御 

CEMSにて電気・熱・ガス（水素）の

最適需給計画を作成 

需給バランスが取れない場合は、

各EMSと運用計画調整やデマンド

レスポンスを実施する。 

ＤＰ：ダイナミック・プライシング 11 
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  着実に環境施設整備を推進  

環境共生マンション、企業単身者寮 水素実証住宅 テナントオフィスビル 

（CEMS設置場所） 

透析専門病院 環境ミュージアム・北九州エコハウス 

 

自然史・歴史博物館 

 

【マンション】       【寮】 

太陽光発電 170kW  太陽熱システム 

HEMS設置         地中熱システム 

スマートメータ設置    BEMS設置 

燃料電池  1kW×7 

太陽光発電 3kW 

蓄電池    3kW 

太陽光発電 10kW 

風力発電   3kW 

BEMS設置予定（H24） 

太陽光発電 6kW 

風力発電   3kW 

燃料電池   1kW 

太陽光発電 160kW   

燃料電池   100kW 

蓄電池    120kW 

BEMS設置予定(H24) 

太陽熱利用システム 

BEMS設置 

事業の進捗 新エネルギー等の設置 



          15 

  地区全体のエネルギーを統合管理する地域節電所を整備  

ＣＥＭＳ画面例 

ｺﾐｭﾆﾃｨ設置型蓄電池
（300kW） 

（系統図） （需給運用計画） （運用計画ナビ） （需要予測） 

事業の進捗 CEMS（地域節電所）の設置 
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 スマートメータを230世帯（低圧用）、50事業所（高圧用）に設置 

 HEMSを23世帯に設置 

現地設置のスマートメータ 

宅内表示器 

2011年 9月 1日

レ 前日 前年同日電力量 日次 ▼

1 .7 51 .7 5 kWh0.2

0.15

0.1

0.05

kWh

時

前日値

当日値
4.0

3.0

2.0

1.0

kWh

日選択

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3１0

メ ッ セージエリアメ ッ セージエリア 2 0 1 1 /9 /1 （ 金）2 0 1 1 /9 /1 （ 金）

本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃ 明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃

電気料金表

グラフ

お知らせ

参加要請

システム情報

お問合せ

ｴｺﾎ゚ ｲﾝﾄ 1 0 0 01 0 0 0kW h電力量 0 .1 00 .1 0

A電流値 4 04 0
1 1 :3 01 1 :3 0

○→○→

○→○→

○→○→

○→○→

○→○→

○→○→

A契約電流 ６ 0６ 0

○→○→

地域需要 ○→○→

メ ッ セージエリアメ ッ セージエリア 2 0 1 1 /9 /1 （ 金）2 0 1 1 /9 /1 （ 金）

基本料金 100.00円

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 30

2011年 9月 1日本日の料金表 ▼

20.00

15.00

10.00

5.00

円

時

7.50

本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃ 明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃

ｴｺﾎ゚ ｲﾝﾄ 1 0 0 01 0 0 0kW h電力量 0 .1 00 .1 0

A4 04 0
1 1 :3 01 1 :3 0

A６ 0６ 0電流値 契約電流

お知らせ

参加要請

システム情報

お問合せ

○→○→

○→○→

○→○→

○→○→

地域需要 ○→○→

電気料金表 ○→○→

グラフ ○→○→

メ ッ セージエリアメ ッ セージエリア 2 0 1 1 /9 /1 （ 金）2 0 1 1 /9 /1 （ 金）

2011年 8月18日18時00分 節電の依頼

電気料金変更のお知らせ

電気料金変更のお知らせ

再生可能エネルギー活用情報

今日も暑くなりそうですね。

2011年 8月20日 9時 1分

2011年 8月25日14時11分

2011年 8月29日11時43分

2011年 8月30日10時54分

2011年 9月 1日 10時54分

午後は広い範囲で気温が上昇し・・

新着

未読

未読

未読

緊急

重要

本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃本日の天気 ／ 2 7℃/2 2 ℃ 明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃明日の天気 ／ 3 2℃/2 1 ℃

ｴｺﾎ゚ ｲﾝﾄ 1 0 0 01 0 0 0kW h電力量 0 .1 00 .1 0

A4 04 0
1 1 :3 01 1 :3 0

A６ 0６ 0

2 0 1 1 年 9月 1日 1 0 時5 4 分（ 金）2 0 1 1 年 9月 1日 1 0 時5 4 分（ 金）お知らせ

電流値 契約電流

電気料金表

参加要請

システム情報

お問合せ

○→○→

○→○→

○→○→

○→○→

地域需要 ○→○→

お知らせ ○→○→

グラフ ○→○→

宅内表示器画面例 

（電力使用量確認画面） 

（電力料金確認） 

（お知らせ画面） 

ＨＥＭＳに設置される 

コミュニケーションロボット 

事業の進捗 スマートメーターやHEMSの設置 



 企業自社ビル、企業単身者寮、透析専門病院にBEMSを2月末までに設置 

 テナントオフィスビル、市立博物館、商業施設等については、平成24年度設置予定 

企業自社ビル 

BEMS 

企業自社ビルＢＥＭＳ構成図 

電力料金

電力料金

CEMSの価格調整後

（料金テーブル受信）

ビル内電力消費

充電
放電

デマンド調整

企業自社ビルＢＥＭＳ制御イメージ 
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事業の進捗 BEMS 
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● 低炭素先進モデル街区への展開 
            (城野地区) 

● 低炭素都市推進協議会 
          ～低炭素都市づくりのリーダーシップ～ 

環境モデル都市(１３都市)による優れた取組みを全国に展開し、世界へ
の情報発信等を目的として設立。（全国の自治体等１６８団体が参加） 

ＳＴＥＰ １ ＳＴＥＰ ２ 

● アジア低炭素化センター 
本実証事業で得られた成果をアジア地域を中心にビジネスベースで移転 

● 八幡東田での実証 

ＳＴＥＰ ３ 
● 市域全域に展開 

Kitakyushu Smart Community 

全国へ、そしてアジアへ 

北九州スマートコミュニティで得られた 

ノウハウ・成果をビジネスベースで構築 

ス マートグリッド 

太陽光発電 

ＬＥＤ 

E Ｖ（電気自動車） 

水素利用技術 

パワーエレクトロニクス 

グ リーンＩＴ 

ＩＴ 

低
 炭
素
技
術
を

 

ア
ジ
ア
へ
移
転

 

付
加
価
値
の
高
い

 

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
展
開

 

北九州スマートコミュニティで得られた 

ノウハウ・成果をビジネスベースで構築 

ス マートグリッド 

太陽光発電 

ＬＥＤ 

E Ｖ（電気自動車） 

水素利用技術 

パワーエレクトロニクス 

グ リーンＩＴ 

ＩＴ 

低
 炭
素
技
術
を

 

ア
ジ
ア
へ
移
転

 

アジア 
低炭素化 
センター 

北
九
州 

大連 

重慶 
昆明 

フフホト 

セブ 

スラバヤ 
スマラン 

チェラビンスク 

グジャラート州 プノンペン 

天津 

ホーチミン 

ハイフォン 

青島 

今後の展開 



アジアの環境協力都市ネットワーク 

研修員受入： 137国 約6,000 人  専門家派遣: 200人以上 

アジアの都市間協力ネットワークの構築,  アジアの環境プロジェクトの促進 

天津市とのエコタウン協力 
覚書交換（首相官邸にて） 

北九州市が環境協力を通して培ってきた海外の都市とのネットワークを生かして、
環境協力のみならず環境ビジネスの展開もめざします。 

昆明 

プノンペン 

東アジア経済交流
推進機構 

循環型都市協力事業ーエコタウン協力 

2007年：青島市との協力締結 

2008年：天津市との協力締結 

2009年：大連市との協力締結 

 

環境協力から環境ビジネスへ 
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